チェックリストの使用方法
このチェックリストは現行の管理システムや慣行とMLC, 2006（、条約の規則とコードA）に規定されている船上における船員の労働条件及び生活条件に関する要件とのギャップ（差異）を確認することを目的としています。
このチェックリストをご利用になる際は、次のことにご注意ください。
1 MLC, 2006の要件に従い、その要件に適合しているかどうかのチェックには旗国の国内法令もしくは規定が利用されるべきですが、現在どの旗国においても条約を実施するための条約の要件を取り込んだ国内法令もしくは規定が整備されていない状況です。（一部旗国を除く）
2 このチェックリストに挙げられているチェック項目はMLC, 2006の強制的な要件である規則とコードAに規定された要件に基づいています。
3 薄灰色で示された項目は海上労働証書発行のための検査項目です。別添の記入例（サンプル）を参考に、記入してください。
4 薄灰色で示された項目部分は旗国の義務であり、旗国はMLC, 2006の要件を取り込んだ国内法を制定し、当該国内法下で船舶所有者の義務として課される事項です。従いこれらの規定への適合については注意する必要があります。
5 黄色で示した項目は船舶所有者によってとられる措置ではなく、また証書発行のための検査対象項目でもありません。これらの項目は参考として下さい。
例えば、基準A.4.3.5の「権限のある機関は、次のことを確保する。」の規定の中では３つの義務の遵守が期待されます。

旗国は次のようなことを行うと予想されます。

a)　船舶への職業上の災害及び疾病の記録及び報告の要求

b)　会社もしくは船舶への災害や疾病の統計作成の要求

c)　会社もしくは船舶への職業上の災害の原因と対応策を含めた調査の要求
これまでの経験した本チェックリストを用いたトライアル検査において、このトライアルがギャップ分析のためのものであるにもかかわらず、「継続的遵守のためにとられる措置：措置、文書」の欄に会社の計画や見込まれる対応策を同チェックリストに記入してしまう誤りが多くありました。

この欄には、現在管理している船舶についての実際の状況及び状態もしくは会社の船員管理の規則・手順を記入してください。
それぞれの欄の意味・記入内容は以下の通りです。

「確認物件」はそれぞれの要件遵守の確認のための証書や文書を記入します。

「文書」は手順書、マニュアルや類似の「措置」ついて記載もしくは規定している書類のような会社の規則等を記入します。
「判定」にはY、N、NA、Pのいずれかを記入してください。

特に、規則及び規範Aは同じ内容になることもありますので欄を選択してください。

「備考」の欄はご自由にお使いください。
別添に記入例（サンプル）がありますので参考にしてください。
